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巻頭言巻頭言巻頭言巻頭言 
テーマ「学外との社会連携活動のご報告」テーマ「学外との社会連携活動のご報告」テーマ「学外との社会連携活動のご報告」テーマ「学外との社会連携活動のご報告」 

巴会副会長巴会副会長巴会副会長巴会副会長 藤本藤本藤本藤本 英雄英雄英雄英雄 
企業でご活躍の OB の皆様へ，

産業連携，社会連携の視点から私

の関与している新しい学内の動

きを含めてご案内し，ご協力のお

願いをさせて頂きます． 

ものづくりテクノセンターものづくりテクノセンターものづくりテクノセンターものづくりテクノセンター    

名古屋工業大学を特色づける

組織として，2002年に，当時の全

国の国立大学では初めて省令施

設として開所しました．学生及び

社会人に対して，高度で実践的なものづくり教育を行うこと

を目的として設置されたものです．学内外を対象とする多く

の活動の詳細は，センターニュースやホームページをご覧い

ただくことにして．（「ものづくりテクノセンター」ホームペ

ージ：http://www.qitc.nitech.ac.jp/ ） 

学生フォーミュラプロジェクトの案内をさせて頂きます．今

年度は第3回になります自動車技術会主催"全日本学生フォー

ミュラ大会"を目指して車両の設計，解析，製作，資金調達，

広告活動など全て学生主体の運営活動を行っております．昨

年度は技術総合優勝にあたる自動車工業会会長賞などの多く

の賞をとりました．企業・OB にスポンサー支援をお願いして

おりますので，ご協力をお願いします． 

エコロボットプロジェクトエコロボットプロジェクトエコロボットプロジェクトエコロボットプロジェクト    

工学の技術を社会の中で活かす活動として，愛知万博協賛で

都市河川を再生するプロジェクト「堀川エコロボットコンテ

スト」を予定しています．先行した平成16年5月にも堀川納

屋橋，錦橋で行われた「水中エコロボット」名工大モデルの

進水式には多くの市民が見学に集まり，マスコミにも大々的

に取り上げられました． 

本年平成17年8月27日(土)～28日(日)には，各行政機関

などの後援の下で，名古屋堀川ライオンズクラブと本校の共

催で開催を予定しております． 

小中学生，工業高校，高専大学，市民，企業など幅広い参加

申込（受付中）をいただいております．専門の技術者グルー

プから，家族での申込みなど既に多様な参加者を予定してお

ります．ご興味の方のご参加をお願いします．（「都市河川対

応型エコロボットシステムプロジェクト」ホームページ：

http://www.qitc.nitech.ac.jp/project/eco/eco.htm ） 

（「堀川エコロボットコンテスト」ホームページ：

http://www.qitc.nitech.ac.jp/ecorobocon05/ ） 

医学工学プロジェクト医学工学プロジェクト医学工学プロジェクト医学工学プロジェクト    

数年来，大学内で特別な予算措置により，東海地区の医学部，

医学研究者と連携して，先導学問領域の開拓として，全学的

な活動を行ってきました．医学工学とは，医学と工学の複合

境界領域であり，非常に多くの分野（「V.L.医学工学研究所」

ホームページ：http://drei.mech.nitech.ac.jp/~fujimoto/VL/ 参照）

が関連しています．複数の研究プロジェクトを実施していま

す．今後は，企業との連携を強化し，新産業創出も目指して

います．新規事業としてご検討の企業の方々のご参加とご協

力をお願いします． 

ネオロボットプロジェクトネオロボットプロジェクトネオロボットプロジェクトネオロボットプロジェクト    

ここ数年来，"ロボット"が話題になっています．また，現在，

近未来のロボットが万博で世界に発信されています．大学サ

イドでは，次の時代の先駆的な"ロボット"基礎研究を立ち上

げる時期にきていると思います．この方向での研究活動も始

まっております．ご興味のある方はご参加頂けますでしょう

か． 

 詳細は，いずれもホームページをご覧下さい． 

（「藤本研究室」ホームページ：

http://drei.mech.nitech.ac.jp/~fujimoto/jap/index.html ） 

 

 

（名古屋工業大学大学院教授     

ものづくりテクノセンター長)
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’04総会講演会資料 

「「「「燃料電池の開発動向について燃料電池の開発動向について燃料電池の開発動向について燃料電池の開発動向について」」」」    

東邦ガス(株)総合技術研究所 

水谷 安伸 

１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

10 月に岐阜の山奥まで

バイクでツーリングに出

かけていったところ，熊に

出会った．猛暑で山に果物

がなく，民家付近まで食料

を求めて下りてきている

らしい．昨年は季節外れの

台風も多かった．2003 年の

夏には「フランスの暗黒の

10 日間」と呼ばれる異常気象があり，高齢者を中心

に約１万４千人が猛暑の犠牲になった．これら世界

各国のどこかで毎年のように異常気象が観測され

るようになると，地球温暖化の影響が顕著に現れつ

つあるのではと懸念されるところである．他方，中

国の経済発展は日本の景気にも好影響を与えてい

るものの，今後，中国を中心に発展途上国のエネル

ギー消費が増大すると，エネルギー需給が逼迫する

ことが予想される．実際，中国の電源確保は今後深

刻な問題になるであろうし，石油・天然ガス資源が

眠る尖閣諸島の領有権問題もこれを顕在化したも

のといえよう．一次エネルギーを全面的に輸入に頼 

 

っている日本は，一次エネルギーをより有効に利用

していく必要があり，「経済成長」，「環境保全」，「エ

ネルギー需給の安定」の三重苦は，「トリレンマ」

と呼ばれ，今後克服していかなくてはならない課題

となっている． 

これに対して燃料電池は電気化学反応による発電

デバイスであり，エンジンやガスタービンのように

燃焼反応や運動エネルギーを伴わないため，発電効

率が高く，騒音・振動が小さく，排ガス中の窒素酸

化物も極めて少ないなど，環境性に優れた特長を持

っている．燃料電池には用いられる電解質の種類に

よっていくつかのタイプがあり，それぞれ長所・短

所がある．本講演では，最近話題になっている固体

高分子形燃料電池(PEFC)から固体酸化物形燃料電

池(SOFC)まで，燃料電池の開発動向および当社の取

り組みについて述べる． 

２．燃料電池の種類と特徴２．燃料電池の種類と特徴２．燃料電池の種類と特徴２．燃料電池の種類と特徴    

民生用に開発が進められている燃料電池には表-1

に示すようにリン酸形(PAFC)，固体高分子形(PEFC)，

溶融炭酸塩形(MCFC)，固体酸化物形(SOFC)の 4 種類

がある．それぞれ電解質の違いにより電池の作動温

度が異なっており，長所を生かすことができる用途

にも違いが生じる．図-1 にそれぞれの燃料電池の動

作原理と代表的な構成材料を示す．研究開発のトレ

ンドとしては電解質が液体(PAFC,PEFC)のものから

固体(PEFC,SOFC)のものへと推移してきている． 

表-1 燃料電池の種類 

種類 

 

リン酸形 

(PAFC) 

固体高分子形  

(PEFC) 

溶融炭酸塩形 

(MCFC) 

固体酸化物形 

(SOFC) 

作動温度 約 200℃ 100℃以下 600～700℃ 750～1000℃ 

作動イオン H
+ (プロトン) H

+ 
(プロトン) CO3

2-
(炭酸イオン) O

2-
(酸化物イオン) 

電解質 リン酸水溶液 

(H3PO4) 

プロトン導電性固体

高分子膜 

(-CF2,-SO3H) 

炭酸塩 

(Li2CO3,K2CO3, 

Na2CO3) 

安定化ジルコニア 

(ZrO2) 

発電効率 35～45% 35～45% 45～60% 45～65% 

燃料ガス H2(CO<1%) H2(CO<10ppm) H2,CO H2,CO 

排熱利用 温水・蒸気 温水 ガスタービン 

蒸気タービン 

ガスタービン 

蒸気タービン 

用途 中型コージェネレー

ション（数 100 kW） 

燃料電池自動車電源 

小 型 コ ー ジ ェ ネ

(1kW～数 10kW) 

火力代替発電，分散

型発電，中大型コー

ジェネ 

火力代替発電 

小型～中型コージェ

ネ(1kW～MW) 

開発段階 

（国内） 

50～200kW コージェ

ネ機（商品化） 

 

自動車への搭載試験 

家庭用コージェネの

商品化直前 

300kW 級システムの

フィールドテスト 

 

数 kW～数MW級 

スタックからシステ

ム開発へ 
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ここで，低温形の燃料電池（PAFC,PEFC）では作動

イオンがプロトンであるため，本質的に燃料として

は水素しか使えない．水素以外の燃料を用いる場合

には何らかの改質が必要となる．これに対して，高

温形の燃料電池（MCFC,SOFC）では作動イオンが酸

化剤となるため，多種多様な燃料への適合性が高い

という違いがある． 

３．固体高分子形燃料電池３．固体高分子形燃料電池３．固体高分子形燃料電池３．固体高分子形燃料電池(PEFC)(PEFC)(PEFC)(PEFC)    

PEFCはGE社によって1960年代には既に宇宙用と

して開発が進められてきたが，当時の電解質膜(イ

オン交換膜)には耐久性の問題があった．1969 年に

Du Pont 社により耐久性に優れたフッ素樹脂系のイ

オン交換膜が開発され，その後 Dow Chemical 社に

よりさらに高性能なイオン交換膜が実用化された

ため，大幅に電池性能が向上し，カリフォルニアの

ZEV (Zero Emmission Vehicle) 規制の背景もあっ

て，自動車用電源としてにわかに注目されるように

なった．ガス業界としては，燃料電池自動車開発の

急速な進展を背景に，メーカー各社と共同で PEFC

を利用した1kW級の家庭用小規模コージェネレーシ

ョンシステムの開発，商品化に取り組んできている．

都市ガスを燃料としてすでに実用レベルの発電効

率が得られており，東京ガスは 2005 年 2 月から，

東邦ガスは 2005 年度末から市場導入する計画であ

る（図-1）．課題は低コスト化と信頼性・耐久性の

更なる向上であるが，今後大規模な実証とともに開

発が進展することを期待している． 

 

 

図-1 1kW 家庭用燃料電池システムの外観．左は

燃料電池本体，右は排熱利用給湯暖房システム 

 

４．固体酸化物形燃料電池４．固体酸化物形燃料電池４．固体酸化物形燃料電池４．固体酸化物形燃料電池(SOFC)(SOFC)(SOFC)(SOFC)    

SOFC は世界各国で開発が進められているが，他の

燃料電池と異なり最も特徴的な点は，電解質がセラ

ミックスであるため様々な形状の電池が設計でき

る点で，円筒型や平板型，またこれらの中間的なユ

ニークな構造のものが開発されている．高温の酸化

および還元雰囲気下でのガスシールの難しさと，電

池が大面積化すると温度勾配や異種材料の熱膨張

率の差に起因する熱応力の問題が顕在化するため，

大面積化には向いていない．中大型のシステムを唯

一完成させているのは米国シーメンスウエスティ

ングハウス社であるが，開発のトレンドは中小型シ

ステムへと移ってきている．国内では NEDO プロジ

ェクトで三菱重工，TOTO，三菱マテリアルらが数

10kW のシステム開発に取り組んでいる他，京セラが

1kW 級の家庭用コージェネを開発している． 

東邦ガスでは，低コストで体積あたりの出力が大

きく，コンパクト化が期待できる平板型の SOFC に

着目し，材料研究からシステム開発まで一貫して取

り組んでいる．材料研究では従来よりもイオン導電

率が高いスカンジア安定化ジルコニア電解質を開

発し，これを用いてメーカーと共同で開発した SOFC

単セルは SOFC デベロッパーへサンプル販売の段階

にある．また，システム開発についても 2003 年に

1kW 級の SOFC システムを試作し，実証試験と改良を

進めている．2005 年には愛知万博の会場に設置して

長期運転に取り組む計画である． 

 

図-2 愛知万博のガスパビリオンに設置した固体

酸化物形燃料電池(SOFC)システム 
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関関関関    東東東東    支支支支    部部部部    便便便便    りりりり    

巴会の皆様には，日ごろ大変お世話になっていま

す．私たちの母校は，本年をもって創立満 100周年

を迎えるとのこと，歴史の重みを感じています．巴

会関東支部の活動を以下のとおり，ご報告致します． 

１．関東支部の活動１．関東支部の活動１．関東支部の活動１．関東支部の活動 

巴会関東支部は，名古屋工業会東京支部の構成メ

ンバーとして，工業会東京支部の下記の行事に参加

しています． 

①支部総会：毎年 11 月に開催されます．関東支部

「巴会秋の集い」を兼ねています． 

②ごきそサロン：3 月と 7 月の第 2 水曜日 18 時 30

分から東京駅地下街八重洲倶楽部で，名古屋工業大

学 OBの様々なテーマでの興味あるお話を聞くこと

ができます． 

③エクスカーション：毎年 1回「日本文化遺産を巡

るたび」で，関東各地の魅力溢れる名所を訪れてい

ます． 

④囲碁（東京棋友会）：毎月第 2・第 4 土曜日の 13

時から八重洲倶楽部（ただし奇数月は東京囲碁サロ

ン）で定例会、その他大会（春・秋），連碁大会（正

月），対抗戦などを開催しています． 

⑤ゴルフ（東京ゴルフ会）：毎年４回定例コンペを

開催しています．前回（4 月 7 日）本厚木 CC での

参加者も 32名（8組）と盛んです． 

これらの行事の案内は，名古屋工業会会誌「ごき

そ」に掲載されますので，お申込みの上ご参加下さ

い． 

２．平成２．平成２．平成２．平成 16161616 年度「巴会秋の集い」年度「巴会秋の集い」年度「巴会秋の集い」年度「巴会秋の集い」（兼名古屋工業会

東京支部総会） 

 名古屋工業会東京支部総会は，平成 16年 11月 11

日（木）KKRホテル東京にて，開催され，母校から

松井学長，ものづくりテクノセンター長藤本教授

（M45），おもひ領域荒木教授，ながれ領域麓教授，

名工会から市川理事長，西端常務理事をお迎え致し

ました． 

 参加者 206名の大盛会でした．巴会関東支部の会

員は下記 18 名が参加し旧交を温めることが出来ま

した． 

参加者氏名（敬称略） 

小関 健二（M18），深田 道夫（M25）， 

内海 安博（M26），森 潔（M28）， 

福岡 泰二（M30），小島 壮（M34），  

東島 良治（M35），星野 三郎（M35）， 

野澤 滋為（M36），松岡 達生（M37）， 

高島 邦彦（M37），西出 輝幸（M38）， 

伊藤 信三（M41），前田 宏三（M41）， 

張田 吉昭（M43），村瀬 幸男（M44）， 

小野 尚純（M45），森島 泰信（M45） 

３３３３．平成１７年度｢巴会秋の集い｣．平成１７年度｢巴会秋の集い｣．平成１７年度｢巴会秋の集い｣．平成１７年度｢巴会秋の集い｣(兼名古屋工業会東

京支部総会) 

 本年度も平成１７年 11 月 10 日(木)，東京駅近く

の KKR ホテル東京（地下鉄東西線竹橋、千代田線

大手町，都営地下鉄線神保町）にて開催されます。

在京同窓生との交流の場や母校の最新の状況を知

る良い機会でもあり，多数の皆様のご参加をお待ち

しています． 

４．その他４．その他４．その他４．その他 

 八重洲倶楽部（東京都中央区八重洲 2-1八重洲地

下街中１号：電話 03-3275-0801，FAX03-3275-1106：

利用時間は 10 時～22 時、日曜祝日は休み）は，名

古屋工業会東京支部が会員となっている会員制ク

ラブで，受付で東京支部専用の署名簿に記入すれば，

ロビーでの待ち合わせ，喫茶や娯楽室での囲碁・麻

雀などが利用できます．ただし，申込者は名古屋工

業会会員である必要があります． 

        （（（（M43M43M43M43    張田張田張田張田    吉昭，関東支部長）吉昭，関東支部長）吉昭，関東支部長）吉昭，関東支部長） 
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関関関関    西西西西    支支支支    部部部部    便便便便    りりりり    

平成 16 年 9 月 11 日に大阪で行われました｢元気

の出るこてこての大阪総会｣についてご報告申し上

げます．今年度も大変有意義な総会をさせていただ

きました．お待ちかねの懇親会ではなんば敦煌の中

華料理を美味しくいただきました．M40 丹羽巴会本

部副会長様，M43 張田巴会関東支部長様，W34 杉浦

工業会大阪支部長様，M35 加藤工業会滋賀支部幹事

様，大 4稲垣君，大 3市来崎君フォーミュラーカー

プロジェクトリーダーの現役学生諸君，同期会を兼

ねてお集まりいただきました M35，M43･･･の皆様と

大勢の会員皆様にご協力いただきまして､お蔭さま

で今年度も下記の如く盛会に無事終了いたしまし

た．本当にありがとうございました． 

 

記記記記    

○ 参加者･･･38 名最高年齢者は S22 の青木氏 最年

少者は現役学生の市来崎君 

○ 工場見学･･･ウワサの舞洲(まいしま)ごみ焼却工

場 平成 13 年 4 月に誕生した大阪市のごみ焼却

工場粗大ごみの破壊設備など最新設備も多数設

置 1 日になんと 900t ものごみ処理が可能ユニバ

ーサル･スタジオ・ジャパンと見間違えるような

概観は世界的に有名なウィーンの芸術家フンデ

ルトヴァッサー氏のデザイン 

○ 落語家と行くなにわ探検クルーズ･･･夏風情あふ

れる水都大阪を満喫いたしましたユニパーサル

シティーポートから湊町船着場まで滅多と見ら

れない水辺からの大阪見学水の都大阪の昔と今

と未来をむすぶ歴史めぐり橋めぐり 

○ 支部長挨拶･･･＊関西支部の現状報告過去 5 年間

の総会参加状況報告＊学校案内データーで見る

名古屋工業大学｣説明 ＊6月 19 日開催本部総会

報告 

○ 会計報告･･･S43 堀内会計担当   

○ 会計監査報告･･･S39 山本副支部長 

○ 工業会報告･･･W34 杉浦工業会大阪支部会長   

○ 巴会本部報告･･･S45 丹羽本部副会長 

○ フォーミュラープロジェクト活動報告と寄付の

お願い･･･リーダー稲垣君(大 4)市来崎君(大 3) 

○ 関東支部と工業会東京支部報告･･･S43 張田関東

支部長兼工業会東京支部長 

○ 工業会入会のお願いと工業会総会のお知らせ･･･

S39 山本副支部長 

○ 記念撮影･･･今年も S22 青木顧問にお願いいたし

ました.  

○ 懇親会 以上 

(S43 S43 S43 S43 福竹福竹福竹福竹    泰彦，関西支部長泰彦，関西支部長泰彦，関西支部長泰彦，関西支部長) 

巴巴巴巴    会会会会    運運運運    営営営営    便便便便    りりりり    

○平成 16 年 6 月 19 日学内において，平成 16 年度

巴会理事会・総会が開催され，全議案が承認されま

した．総会後の講演会では講師として東邦ガス（株）

総合技術研究所の水谷安伸氏より，演題「燃料電池

の開発動向」について大変興味深いご講演を拝聴し

ました。8月 18日理事会が開催され，名古屋工業会

活動計画と支援，名簿発行状況，終身会員募集案内，

ＯＢは語る会について議論がなされました．12月 8

日，平成 17年 4月 5日の両日，理事会が開催され，

16 年度決算案，17 年度予算案，理事交替，名簿発

行状況，クラス会費納入状況，名古屋工業会名古屋

支部活動状況等について報告，協議がなされ，新年

度総会への対応・準備を終了しました． 

○平成 17年 3月 23日母校講堂に於いて巴会主催の

卒業記念パーティが開催され，塩見会長をはじめ多

くの先生方並びにＯＢの参加で，盛大なパーティー

となりました．準備に当られた先生方に心より感謝

します． 

○平成 17年度は 16年度に引き続き，巴会が名古屋

工業会名古屋支部の主担分科会として，名古屋支部

各行事のお世話をすることとなります．16 年度は，

名古屋支部の総会と見学会（花博見学），新年互礼

会，工場見学研修会（キューピー挙母工場・トヨタ

自動車堤工場見学）を開催しました．17年度も，名

古屋支部の総会と見学会（10 月），新年互礼会（1

月），工場見学研修会（3 月）を計画しております．

皆様ふるってご参加いただきますよう，お願いいた

します． 

(S45S45S45S45    尾針尾針尾針尾針    幸夫、東邦ガス取締役幸夫、東邦ガス取締役幸夫、東邦ガス取締役幸夫、東邦ガス取締役)
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学学学学    内内内内    報報報報    告告告告    

＜学生向け講演・懇談会＜学生向け講演・懇談会＜学生向け講演・懇談会＜学生向け講演・懇談会    
                    「“ＯＢは語る”会」報告＞「“ＯＢは語る”会」報告＞「“ＯＢは語る”会」報告＞「“ＯＢは語る”会」報告＞    

 巴会主催の第 5 回「OB は語る」会が，平成 16 年

10 月 29 日（金），機会工学科（12 号館）M2 教室に

て参加学生（院生も含む）65 名の盛況をもって開催

されました．今回は，次の 4名の方々にご講演をお

願いしました． 

講演１講演１講演１講演１    吉田吉田吉田吉田    充徳充徳充徳充徳    氏氏氏氏 (H16 (H16 (H16 (H16 院卒院卒院卒院卒)()()()(株株株株))))豊田自動織機豊田自動織機豊田自動織機豊田自動織機    

「学生から技術者に変わって」「学生から技術者に変わって」「学生から技術者に変わって」「学生から技術者に変わって」    

講演２講演２講演２講演２    東郷東郷東郷東郷    元伸元伸元伸元伸    氏（氏（氏（氏（H8H8H8H8 学部卒）名東産業（株）学部卒）名東産業（株）学部卒）名東産業（株）学部卒）名東産業（株）    

「中小、零細企業の技術系の仕事」「中小、零細企業の技術系の仕事」「中小、零細企業の技術系の仕事」「中小、零細企業の技術系の仕事」    

講演３講演３講演３講演３    渡邊渡邊渡邊渡邊    智司智司智司智司    氏（氏（氏（氏（H5H5H5H5 学部卒）豊田通商（株）学部卒）豊田通商（株）学部卒）豊田通商（株）学部卒）豊田通商（株）    

「商社の仕事」「商社の仕事」「商社の仕事」「商社の仕事」    

講演４講演４講演４講演４    仙石仙石仙石仙石    武広武広武広武広    氏（氏（氏（氏（S61S61S61S61 院卒）（株）デンソー院卒）（株）デンソー院卒）（株）デンソー院卒）（株）デンソー    

「生産現場での技術者業務」「生産現場での技術者業務」「生産現場での技術者業務」「生産現場での技術者業務」    

    

参加学生の感想の一部をご紹介します． 

○ これから就職活動をする学生にとって非常にた

めになる話が多く参考になりました．このよう

な機会でいろいろな方の話を聞くことは今後必

ず役に立つと思うので，これからも続けて頂き

たいです． 

○ 社会に出て自分の勉強がどのように役立つのか，

実際に何をしておいた方が良いのかが良く分か

りました． 

○ ホームページには載っていない話が聞けて良か

ったです． 

○ 会社紹介だけでなく，仕事の中で実感したこと

や人生観なども多く聞きたいと思いました． 

○ 学生と社会人の考え方や生活の仕方などの比較

があり，とても役に立ったと思います． 

○ 講演だけでなく会談の機会もあると嬉しいです． 

 

講師の方々には，学生からの質問にも丁寧にお答

え頂きました．詳細につきましては，巴会のホーム

ページ（http://www.mech.nitech.ac.jp/~tomoe/）

に掲載してありますので，ご覧下さい．昨年要望が

多かった「年が近い人の話を多くして欲しい」との

声に応えるかたちで，本年度は若い方のご講演を例

年よりも多くしたところ，概ね好評でした．また，

講演形式ではなく，直接ＯＢの方と会談する場を希

望する意見が目立ちましたので，来年度以降そのよ

うな機会を設けることも検討していきたいと思い

ます． 

最後になりますが，今回講師をお引受け頂いた

方々に深く感謝申し上げます． 

（学生会担当：牧野武彦，玉野真司学生会担当：牧野武彦，玉野真司学生会担当：牧野武彦，玉野真司学生会担当：牧野武彦，玉野真司） 

 

 

＜学内人事異動＞＜学内人事異動＞＜学内人事異動＞＜学内人事異動＞ 

 名古屋工業大学機械工学科，大学院機能工学専

攻・都市循環システム工学専攻・機能工学専攻・情

報工学専攻・産業戦略工学専攻の機械系分野におい

て，つぎの人事異動がありました． 

平成 16 年 4月 1日付 

  教授 着任 神谷神谷神谷神谷    庄司庄司庄司庄司 

 

平成 17 年 3月 31 日付 

 退職 江尻江尻江尻江尻    典雄典雄典雄典雄 

 退職 山川山川山川山川    聡子聡子聡子聡子 

 退職 則久則久則久則久    孝志孝志孝志孝志    

平成 16 年 4月 1日付 

教授 着任 渡辺渡辺渡辺渡辺    義見義見義見義見 

 

＜ソフトボール＜ソフトボール＜ソフトボール＜ソフトボール大会＞大会＞大会＞大会＞ 

 平成 16 年 9 月 13 日，巴会ソフトボール大会が千

種グランドにて開催されました．秋晴れの中，熱戦

が繰り広げられ，接戦のすえ，伊藤智啓研究室が優

勝，準優勝は大岩・石野研，3位は藤本研でした． 

（伊藤基之研：土性）（伊藤基之研：土性）（伊藤基之研：土性）（伊藤基之研：土性）    

＜卒業式＞＜卒業式＞＜卒業式＞＜卒業式＞ 

 平成 17 年 3 月 23 日に卒業式が挙行され，学部機

械工学科では第一部 115名(昨年 156名)および第二

部 31 名(41 名)が卒業証書を，大学院機能工学専攻

および都市循環システム工学専攻の機械系講座で

は 88 名(74 名)が修了証書を，2名(5 名)が学位記を

手にしました．なお H.16.9.30 修了・卒業者は大学

院0名(0名)，第一部3名(2名)，第二部0名(0名)，

H.17.3.31 卒業者は第一部 16 名(2 名) ，第二部 6

名(2 名)でした． 

 学業成績が優秀な下記の機械工学科卒業生9名と
機械系大学院博士前期課程修了者2名に対して各賞
が贈られました． 
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○名古屋工業会賞３名 

 第一部 伊藤琢磨，牧正幸 

第二部 森島直紀 

○日本機械学会 畠山賞３名 

 第一部 井出雄一朗，清水信二 

 第二部 林亮宏 

○巴会賞３名 

 第一部 村松勇，小縣智史 

第二部 澤登正嗣 

○ 日本機械学会 三浦賞 

  博士前期課程  中垣将，加藤聡 

今年度から日本機械学会より大学院博士前期課程

修了者の中で，成績優秀者 2名に三浦賞を贈られる

ことになりました． 

 

 

＜平成＜平成＜平成＜平成 16161616 年度卒業者・修了者一覧＞年度卒業者・修了者一覧＞年度卒業者・修了者一覧＞年度卒業者・修了者一覧＞    

 以下に示すのは，機械工学科卒業者および大学院機能工学専攻・都市循環システム工学専攻修了者（機械

工学科関係分）です． 

■ 大学院 博士後期課程 修了者 2名：：：：松本 徳志， 山谷 幸久 

■ 大学院 博士前期課程 修了者 88 名 

青柳 謙二 

青山 高士 

阿川 哲平 

阿部 晃治 

生田 直子 

井口 亮 

石黒 大樹 

石田 真 

市川 直紀 

伊藤 直輝 

大木 武志 

大槻 修平 

大坪 靖幸 

大間 健太 

勝城 勝 

加藤 健志 

加藤 健太郎 

加藤 聡 

加藤 慎也 

加藤 正久 

川合 暁 

川瀬 康裕 

河村 浩志 

北原 智之 

久世 雅人 

久保 敦志 

窪田 浩二 

栗澤 伸平 

権 成文 

小池 知宏 

小島 章宏 

後藤 喜明 

小橋 拓夫 

小林 和貴 

小林 直樹 

酒井 英典 

佐々木 健治 

佐藤 友大 

佐藤 嘉浩 

澤田 英明 

施 興鋼 

志知 宏昭 

篠田 祐司 

柴田 雅之 

柴田 裕美子 

白崎 耕平 

城野 貴洋 

鋤柄 直 

鈴木 壮太郎 

宗田  渉 

高澤 雅紀 

高田 伸久 

髙橋 誠 

竹野 佑哉 

嶽村 彰俊 

玉山 千雅 

塚松 裕崇 

徳光 邦人 

土佐 智弘 

土性 晃子 

永井 純一 

中尾 知宏 

中垣 将 

中澤 勇太 

中村 俊彦 

中村 豪男 

中牟礼 賢治 

服部 智行 

服部 真哉 

稗田 顕彦 

藤岡 雄亮 

藤田 桂 

古谷 浩司 

堀澤 慎太郎 

MAUNG KAUNG 

松井  秀也 

三浦 勝也 

三木 善揮 

村澤 英治 

山下 慎一 

山野 幸司 

山本 崇寛 

横井 大輔 

横山 周平 

余谷 直秀 

李 万衡 

廖 海 

柳原 辰一郎

■ 学部 第一部 卒業者 134 名 

神谷 徹 

社河内 省吾 

AMIDA NOSIRU 

青山 良平 

赤塚 保典 

浅井 真也 

浅井 威 

浅川 弘樹 

浅野 祐矢 

旭 岳史 

芦澤 正樹 

渥美 英敏 

天木 伸吾 

安藤 宏和 

飯田 裕樹 

石原 歩 

石原 弘章 

井出 雄一朗 

伊藤 拓摩 

伊藤 理貴 

伊藤 正典 

伊藤 雅仁 

稲本 伸二 

犬飼 雅富 

井上 武文 

井上 亮 

今本 丈雄 

井本 由然 

岩島 由香 

岩橋  睦 

上野 真 

上原 慎也 

江上 裕史 

大岩 幹生 

大上 敬輔 

大内 健史 

大久保 慎一 

岡 秀樹 

小懸 智史 

小形 達郎 

岡本 健 

小川 秀明 

垣内 亮佳 

笠井 淳 

梶野 晶敬 

加藤 寛仁 

加藤 力也 

鹿野 浩司 

神谷 聡 

加茂 雅彦 

北角 直也 

久保 準矢 

栗城 くみ湖 

栗本 元気 

小島 盛貴 

小森 崇稔 

酒井 聡 

佐々 俊彰 

佐々木 和敬 

佐治 恒士郎 

四方 貴之 

柴田 圭司 

杉浦 秀樹 

杉江 新司 

杉野 智彦 

鈴木 三郎 

鈴木 智哉 

鈴村 信洋 

高木 和彦 

高村 直邦 

清水 信二 

諏訪野 さゆり 

高森 一晴 

多喜 康博 

竹内 昌裕 

竹下 正展 

竹中 一博 

田中 康続 

谷掛 友久 

俵迫 裕子 

遠山 栄一 

戸倉 大輔 

土原 謙一 

冨田 和真 

永井 亮一 

中川 知彦 

中島 明 

中村 聡志 

中村 亮太 

長安 政明 

野崎 翔太郎 

野畑 茂広 

野村 高志 

袴田 知広 

林 泰弘 

原川 勉 

久田 哲也 

日比野 剛士 

日比野 文美 

平野 拓也 

平野 将宏 

福岡 佑介 

福永 晃久 

藤原 和幸 

古田 晴典 

星野 貴宣 

牧 正幸 

松井 俊二 

松岡 彩香 

松下 俊太郎 

松本 圭吾 

丸井 健一 

水落 毅 

水嶋 洋行 

水谷 良秋 

水野 勝仁 

水野 望 

南浜 貴男 

宮元 健司 

村上 訓子 

村島 正樹 

村松 勇 

銘形 美奈子 

森 麻子 

森山 健史 

柳 勝人 

山内 啓 

山尾 直基 

山崎 健一 

山崎 健祐 

山下 拓郎 

山田 哲史 

吉田 直彦 

渡辺 宏 
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■ 学部 第二部 卒業者 37 名 

青柳 弘之 

石川 善宏 

内海 辰則 

江崎 寛幸 

大竹 健一郎 

岡本 浩伸 

小野 慎司 

加賀 良徳 

木村 和広 

桑原 歩 

小池 佳史 

榊原 慎也 

佐竹 勇亮 

佐藤 文昭 

澤登 正嗣 

島畑 弘志 

杉浦 武志 

須藤 優美香 

中尾 悟 

成田 健吾 

西澤 彰展 

丹羽 誠 

服部 和道 

林 亮宏 

速水 奏 

日比野 嘉典 

福田 高宏 

松田 剛 

三澤 輝雄 

宮崎 勝幸 

元山 富雄 

森島 直紀 

諸戸 眞男 

八木 基臣 

山田 宗幸 

山本 昌弘 

吉田 英二 

    
＜平成＜平成＜平成＜平成 16161616 年度進路・就職先年度進路・就職先年度進路・就職先年度進路・就職先一覧＞一覧＞一覧＞一覧＞    
以下に示すのは，機械工学科卒業者および大学院機能工学専攻・都市循環システム工学専攻修了者（機械工

学科関係分）の進路・就職先です． 

■ 大学院 博士課程 修了者 進路・就職先 

㈱ＶＳＮ 
㈱アイエイアイ 
アイシンＡＷ㈱ 
アイシンＡＩ㈱ 
アイシン精機㈱ 
旭硝子㈱ 
石黒国際特許事務所 
NTN㈱ 
オーエスジー㈱ 
キヤノン㈱ 
京セラ㈱ 
㈱クボタ 
小糸工業(株) 
㈱ジェイアール東日本情
報システム 
㈱ジャトコ 

シャープ㈱ 
㈱ショーワ 
㈱清水建設 
㈱信越化学工業 
新日本製鐵㈱ 
スズキ㈱ 
積水化学工業㈱ 
大同メタル工業株式会社 
ダイハツ工業㈱ 
㈱ダイハツディーゼル 
㈱デンソー 
㈱東海興業 
㈱東海理化 
東海旅客鉄道㈱ 
トヨタ自動車㈱ 
㈱豊田自動織機 

トヨタ紡織㈱ 
豊田工機㈱ 
豊田合成㈱ 
㈱日産自動車 
日進医療器㈱ 
日鍛バルブ株式会社 
日本ガイシ㈱ 
日本ガイシ㈱ 
日本車輌製造㈱ 
日本特殊陶業㈱ 
阪和興業株式会社 
ファナック㈱ 
富士電機リテイルシステ
ムズ㈱ 
ブラザー工業㈱ 
古河電気工業株式会社 

㈱日立産機システム 
本田技研工業㈱ 
㈱マキタ 
㈱マクシス 
マザック 
マツダ㈱ 
㈱三井造船 
三菱自動車工業㈱ 
三菱重工業株式会社 
三洋電機㈱ 
㈱ヤマハ発動機 
ﾘｸﾙｰﾄｽﾀｯﾌｨﾝｸﾞﾃｸﾉｽﾀｯﾌｨﾝ
ｸﾞ事業部 
リコーエレメックス㈱ 
名古屋工業大学大学院 

■ 学部 第一部 卒業者 進路・就職先 

アイコクアルファ㈱ 

アイシン・ＡＷ㈱ 

㈱アイシン AW工業 

アイシン・エンジニアリン

グ㈱ 

愛知機械工業㈱ 

愛知製鋼 

㈱エイ・ダブリュ・エンジ

ニアリング 

NTN株式会社 

㈱大岡技研 

オークマ㈱ 

㈱オティックス 

カヤバ工業㈱ 

京セラミタ㈱ 

コベルコクレーン㈱ 

コマニー㈱ 

ＣＫＤ㈱ 

ＪＡ熊本厚生連 

㈱新日鉄ソリューション

ズ 

セイコーエプソン㈱ 

全日空整備㈱ 

ソニーイーエムシーエス

㈱ 

大同メタル工業㈱ 

テクノエイト 

デンソーテクノ㈱ 

㈱東海理化電機製作所 

トステム㈱ 

トヨタ自動車㈱ 

㈱豊田自動織機 

トヨタ車体㈱ 

㈱トヨタテクノサービス 

トヨタ紡織㈱ 

㈱TOYOTOMI 

豊橋造船㈱ 

日本ガイシ㈱ 

パイロットインキ㈱ 

ブラザー工業 

㈱本田技研工業 

㈱マキタ 

マツダ㈱ 

丸山製作所㈱ 

三浦工業㈱ 

㈱森精機製作所 

リンナイ㈱ 

㈱レッドバロン 

本田技研工業㈱ 

神戸大学大学院 

東北大学大学院 

名古屋工業大学大学院 

横浜国立大学大学院 

■ 学部 第二部 卒業者 進路・就職先 

アイシン精機 

㈱イビデン 

㈱エクサース 

㈱ＭＴＡ 

エルモ 

㈱酒井製作所 

㈱三五 

新東工業㈱ 

㈱住友電装 

大進精工株式会社 

東海プラントサービス㈱ 

㈱トヨタケーラム 

㈱トヨタコミュニケーシ

ョンシステム 

豊臣機工㈱ 

㈱フジエンジニアリング 

㈱フジキカイ 

㈱MARUWA 

㈱ミツカングループ本社 

三菱電機㈱名古屋製作所 

堀江金属工業㈱ 

ヤマハ発動機㈱ 

㈱レッドバロン 

㈲ワイルドグース 

名古屋工業大学大学院 
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～～～～ Voice of students

「研究を通して」「研究を通して」「研究を通して」「研究を通して」 

修士 2年 井口 亮 

私は巴会から研究発表旅費の受給を受けて，

2004年 9月に北海道大学で行われた日本機会学会

年次大会の流体工学の分野において研究発表を行

いました．私の研究題目はアザラシ毛皮面におけ

る乱流摩擦抵抗低減に関する研究で、ある物体の

流体抵抗を低減させるための技術の確立を目的と

した研究を行なっていました。流体抵抗を低減さ

せるための方法は様々あるのですが，私の研究で

はある物体の壁面になんらかの加工を施して，流

体抵抗を低減させる方法について調べていました．

この方法による流体抵抗低減技術が使われている

ものとしては，北島康介選手やイアンソープ選手

に代表されるような近年の競泳選手が着用してい

る水着があります．彼らの水着表面にはリブレッ

トと呼ばれている鮫の表皮を模擬した加工が施さ

れており，最大 7 %程度の流体抵抗の低減効果が

あります．私の研究では，物体の壁面にアザラシ

の毛皮を貼り付けることで，流体抵抗の低減効果

が得られるのではないかと考えて，研究を進めて

いました．その結果，物体の壁面にアザラシの毛

皮を貼り付けることで，最大 12 %程度の流体抵抗

の低減効果が得られ，それはリブレットに比べて

大きいことがわかりました．また，アザラシの毛

皮を用いた場合に抵抗低減効果が得られる条件は，

リブレットを用いた場合に比べて大きいことがわ

かりました．学会では，この内容について発表し

ました． 

 学会に行くことは，いろいろと意義のあること

だと思うのですが，私にとって一番意義があった

と感じたことは，公の場で発表をすることで，多

くの方に自分の行っている研究について知っても

らえ，またいろいろな人の考え方を聞くことがで

きたことでした． 

知らない人から質問を受けることで，自分の気

がつかなかった考え方を知ることができ，以後の

研究を進めていく上でいろいろと勉強になりまし

た．また，先生のお知り合いの方と夕食をご一緒

させて頂く機会が偶然あり，学会に行かないとで

きないような経験をさせてもらうことができまし

た． 

今後もたくさんの人が学会に行っていろいろな

経験をつめるように，巴会の研究発表旅費受給の

制度を是非続けて頂きたいと思います． 

 

ROADROADROADROAD    TOTOTOTO    DREAMDREAMDREAMDREAM    ！！！！！！！！ 

名古屋工業大学工学部付属ものづくりテクノセンター名古屋工業大学工学部付属ものづくりテクノセンター名古屋工業大学工学部付属ものづくりテクノセンター名古屋工業大学工学部付属ものづくりテクノセンター 

Formula JSAE Formula JSAE Formula JSAE Formula JSAE プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト

大学講義とは違う実践形式の大学講義とは違う実践形式の大学講義とは違う実践形式の大学講義とは違う実践形式の    
教育プロジェクト教育プロジェクト教育プロジェクト教育プロジェクト    

当プロジェクトは，机上の講義形式の授業と一線を画

し，本学が学生たちに実践を交えた教育を行うことを

目的として立ち上げられたプロジェクトです．自動車

技術会主催「全日本学生フォーミュラ大会」での優勝

を目指し，優秀なレーシングカーを製作するために学

生は自主的に活動し，車輌製作だけでなく，会計管理，

資金調達，広報活動，渉外スポンサー活動などの運営

マネジメントまでを学生の力のみで行っております． 

 今年度は，チームメンバーのモチベーションの維持，

作業の分担効率化を図り，試作車輌の製作を昨年度３

ヶ月かけたのを今年度は 1 ヶ月に短縮し，３月中車輌

完成に成功しました． 

現在車両の設計，製作，部品，活動資金にご協力い

ただける方，企業様を探しております．私たちの活動

に対して，ご質問，興味をもってくださいました方は，

下記の連絡先までご連絡ください． 

昨年度大会出場車輌 
日本自動車工業会会長賞日本自動車工業会会長賞日本自動車工業会会長賞日本自動車工業会会長賞    

環境･安全・教育特別賞環境･安全・教育特別賞環境･安全・教育特別賞環境･安全・教育特別賞    第第第第 1111 位位位位    

共和電業共和電業共和電業共和電業    コスト賞コスト賞コスト賞コスト賞    第第第第 2222 位位位位    

小野測器小野測器小野測器小野測器    省エネ賞省エネ賞省エネ賞省エネ賞    第第第第 2222 位位位位 

リーダーリーダーリーダーリーダー: : : : Ⅰ部機械工学科４年Ⅰ部機械工学科４年Ⅰ部機械工学科４年Ⅰ部機械工学科４年    

市来崎市来崎市来崎市来崎    康徳康徳康徳康徳((((イチキザキ・ヤスノリイチキザキ・ヤスノリイチキザキ・ヤスノリイチキザキ・ヤスノリ))))    

Tel : 090Tel : 090Tel : 090Tel : 090----4195419541954195----0635063506350635    

Mail: ichikiza1766@md.ccnw.ne,jpMail: ichikiza1766@md.ccnw.ne,jpMail: ichikiza1766@md.ccnw.ne,jpMail: ichikiza1766@md.ccnw.ne,jp    

http://www.qitc.nitech.ac.jp/formulahttp://www.qitc.nitech.ac.jp/formulahttp://www.qitc.nitech.ac.jp/formulahttp://www.qitc.nitech.ac.jp/formula////
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岡村鐘雄さんを偲んで岡村鐘雄さんを偲んで岡村鐘雄さんを偲んで岡村鐘雄さんを偲んで    

 

巴会の前会長岡村鐘

雄さんが平成１７年

３月２９日ご逝去さ

れました． 

昭和２３年３月名古

屋工業専門学校機械

科を卒業されるとと

もに日本特殊陶業㈱

に入社され，プラグ事

業をはじめ，センサー

事業，半導体事業の発展と海外展開に尽力され，社

長，会長を歴任されました．その業績に対して，平

成１０年には「科学技術庁長官賞」，平成１２年に

は「勲三等瑞宝章」を受章されるとともに，ブラジ

ル進出の業績が認められ，平成１４年には同国から

「リオブランコ国家勲章コマンドール位」を受賞さ

れました．このように社業発展に寄与される傍ら，

巴会の活動にも，天性の明るいご性格と魅力ある指

導力で新風を吹き込まれ，今日の発展に大きく寄与

されました．このような偉大な大先輩を失うことは

巴会にとって大きな損失ですか，岡村先輩のご恩に

報いるため，巴会をより隆盛させることに同窓生一

同，一層の努力をすることが必要と念じます．ここ

に謹んでご冥福をお祈り申し上げる次第です． 

（副会長 S40 丹羽小三郎） 

 

    

    

訃訃訃訃    報報報報（下記の方々のご逝去を悼み，心からご冥福をお祈り致します．） 

S2  服部高尚    H16.5 

S4  大橋与一    H16.8.26 

S8  山本時男    H15.6.11 

S11 岩谷嘉男     H15 年末 

S11 滝山(小林)義孝 H7.7.9 

S13 北澤茂     H16.4.19 

S13 山田武三    

S16 小原正也    H16.6.5  

S16 川合正         H15.7 

S16 坂田五夫       H16.11.25 

S16 久保田鉦雄     H16.6.6 

S18 高橋貞雄       H15.2 月末 

S18 濱田順         H16.12.28 

S19 飯田堅太郎     H17.1.16 

S19 平手政久       H16.6 

S19 小川茂男       H17.2.5 

S20 清水武平    H15.6.16 

S20 河口勝善    H15.6.22  

S22 多田好視    H15.1 

S22 伊藤敏夫    H16.1.17 

S22 坂本芳春    H16.4.19  

S22 可知賢次郎   H16.10.20 

S23 岡村鐘雄       H17.3.29 

S24 安井雅訓    H16.2.16 

S25 近藤弘         H17.3.20 

S25 加藤豊明       H17.3.25 

S26 内山武夫       H17.1.6  

S26 朝岡宏         H17.1.23 

S28 小野平治    H16.7.6 

H5  市橋庄太郎   H16.5.25 

 

 

 

「巴会「巴会「巴会「巴会 2003200320032003 年度版名簿」の発行について年度版名簿」の発行について年度版名簿」の発行について年度版名簿」の発行について

 巴会では，2003 年(平成 15 年)12 月に会員名簿を刊

行いたしました． 

今回の名簿発行に際しては，協賛広告を募集せず，

発行に必要な費用には，巴会の会費と名簿の販売収入

をあてることになっております． 

つきましては，名簿のご購入について格別のご配慮

をお願い申し上げます． 

価格は，一冊 3000 円(送料含む)です． 

また，「巴会」では，会員各位の個人情報の保護には

従来から最大限の注意を払ってきております。今般，

平成１７年 4 月 1 日から「個人情報保護法」が施行さ

れましたことを受け、会員情報利用の目的、情報管理

の具体的方法などを明記した「会員情報の取り扱いに

関するガイドライン」の策定も合わせて進めてまいり

ます． 

なお，名簿に関するお問い合わせは以下にお願い致

します． 

 

〒466-8555 名古屋市昭和区御器所町 

名古屋工業大学 機械工学科 巴会 

（つくり領域）山田 貴孝 

TEL：052-735-5545 

電子メール：yamada.takayoshi@nitech.ac.jp 
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＜予告＞＜予告＞＜予告＞＜予告＞    平成平成平成平成 17171717 年度年度年度年度    巴会理事会・総会巴会理事会・総会巴会理事会・総会巴会理事会・総会    議題資料議題資料議題資料議題資料 
(1)(1)(1)(1)平成平成平成平成 17171717 年度役員名簿年度役員名簿年度役員名簿年度役員名簿((((案案案案))))    
会会会会        長長長長：塩見 正直 （トヨタ車体会長） 

副会長副会長副会長副会長：学外・丹羽 小三郎（S40） 

    学内・藤本 英雄（教員） 

理理理理        事事事事：張田 吉昭（S43 関東支部長） 

    福竹 泰彦（S43 関西支部長） 

下田 勝義(S38) 稲田 雅己(S39) 小林 明発(S40) 

小河  保(S43) 尾針 幸雄(S45) 川﨑 治憲(S45) 

大西  一(S49) 新美 重秋(S50) 中山 喜敬(S53) 

汲田 邦彦(S56) 伊藤 克彦(S57) 仙石 武広(S59) 

大島 成通(H02) 澤田 好史(H06) 

大岩 紀生 鬼頭 修己 松本 健郎 飯田 雄章 

佐伯 義隆 古谷 正広 菊上 亮 玉野 真司 

長山 和亮 保浦 知也 山田 貴孝(以上教員) 

監監監監        事事事事：渋木 修(S40)   辻 俊博(教員) 

名誉会長名誉会長名誉会長名誉会長：下山 鑛一 
最高顧問最高顧問最高顧問最高顧問：山田 豊  

特別顧問特別顧問特別顧問特別顧問：金原 淑郎 

顧顧顧顧        問問問問： 

小出 謙(S16) 西坂 誠三(S16) 岩月 央(S19) 

中谷 宗三郎(S20) 佐藤 真吉(S22) 舩橋 鉀一(S28) 

山中 由男(S29) 石川 宏(S30) 大河内禎一(S31)

木村 金治(S35) 

(2)(2)(2)(2)    平成平成平成平成 16161616 年度事業報告年度事業報告年度事業報告年度事業報告((((案案案案) ) ) ) および平成および平成および平成および平成 17171717 年度事業計画年度事業計画年度事業計画年度事業計画((((案案案案))))    

 平成１６年度事業報告平成１６年度事業報告平成１６年度事業報告平成１６年度事業報告 平成１７年度事業計画平成１７年度事業計画平成１７年度事業計画平成１７年度事業計画 

会報会報会報会報    「ともえ」No.38 発行 H16.5 「ともえ」No.39 発行 H17.5 

総会総会総会総会    名古屋工業大学３号館２階 M3 会議室 H16.6.19 名古屋工業大学３号館２階 M3 会議室 H17.6.18 

講演会講演会講演会講演会    
名古屋工業大学３号館２階 M3 会議室 H16.6.19 
講演者 東邦ガス（株）総合技術研究所  
        基盤技術研究部  水谷安伸 氏 

名古屋工業大学３号館２階 M3 会議室 H17.6.18 
講演者 名古屋工業大学大学院 産業戦略工学専攻長 
    機械工学科 中村 隆 教授 

    総会総会総会総会    
付随行事付随行事付随行事付随行事    

(1) 研究室開放 藤本研究室、田中(皓)研究室 
(2) 学生製作のフォーミュラーカー見学 
 

(1) 研究室開放．大岩・石野研究室，流体力学グル
ープ研究室 

(2) 学生製作のフォーミュラーカー見学 
・当日工大祭も開催されています． 

懇親会懇親会懇親会懇親会    名古屋工業大学 学生会館３階集会室 H16.6.19 名古屋工業大学 学生会館３階集会室 H17.6.18 

支部支部支部支部    
(1) 関西支部総会・懇親会  H16.9.11 
(2) 関東支部秋の集い H16.11.11 

(1) 関西支部総会・懇親会   
(2) 関東支部秋の集い 

学内事業学内事業学内事業学内事業    

(1) ソフトボール大会      H16.9.13 
(2) OB は語る会        H16.10.29 
(3) 巴会賞授与式および卒業記念パーティー

H17.3.23 
(4) 院生学会出席補助（15 件） 

(1) 工場見学会補助 
(2) ソフトボール大会  
(3) OB は語る会 
(4) 巴会賞授与式および卒業記念パーティー 
(5) 院生学会出席補助 
(6) フォーミュラーカー製作補助 

会議会議会議会議    理事会（４回） 理事会、各種委員会 

(3)(3)(3)(3)平成平成平成平成16161616年度年度年度年度    会計報告案会計報告案会計報告案会計報告案(2004.4.1(2004.4.1(2004.4.1(2004.4.1～～～～2005.3.31)2005.3.31)2005.3.31)2005.3.31)    (4)(4)(4)(4)平成平成平成平成17171717年度年度年度年度    予算案予算案予算案予算案(2005.4.1(2005.4.1(2005.4.1(2005.4.1～～～～2006.3.31)2006.3.31)2006.3.31)2006.3.31)    

［一般会計］      ［一般会計］     

収 入  支 出 収 入  支 出 

前年度繰越金 430,105  会報発行発送費 968,699  前年度繰越金 3,885  会報発行発送費 1000,000 

クラス会費 343,140  支部補助 300,000  クラス会費 400,000  支部補助 300,000 

終身会費 637,030  総会/講演/懇親会 318,157  終身会費 900,000  総会/講演/懇親会 250,000 

（卒業生 25名） (497,030)  学内事業補助 441,074  （卒業生 30名） (600,000)  学内事業補助 900,000 

（在学生 14名） (140,000)  名簿整備費 274,439  （在学生 30名） (300,000)  名簿整備費 400,000 

総会懇親会参加費 205,500  会議費 99,054  総会懇親会参加費 250,000  会議費 150,000 

受取利息 1  事務通信費 318,968  受取利息 
5 
 

事務通信費 

(支部通信費含む) 
300,000 

基金会計から補助 1,200,000  雑費 91,500  基金会計から補助 1,900,000  雑費 100,000 

   次年度へ繰越 3,885     予備費 53,890 

合計 2,815,776  合計 2,815,776  合計 3,453,890  合計 3,453,890 

［奨学会計］      ［奨学会計］     

収 入  支 出  収 入  支 出  

前年度繰越金 2,073,057  巴会賞 50,400  前年度繰越金 2,082,806  巴会賞 60,000 

受取利息 349  解約手数料 200  受取利息 1,000  次年度へ繰越 2,083,806 

基金会計から補助 60,000  次年度へ繰越 2,082,806  基金会計から補助 60,000    

合計 2,133,406  合計 2,133,406  合計 2,143,806  合計 2,143,806 

［基金会計］      ［基金会計］     

収 入  支 出  収 入  支 出  

前年度繰越金 21,068,550  奨学会計へ補助 60,000  前年度繰越金 19,812,448  奨学会計へ補助 60,000 

受取利息 3,898  一般会計へ補助 1,200,000  受取利息 6,000  一般会計へ補助 1,900,000 

   次年度へ繰越 19,812,448     次年度へ繰越 17,858,448 

合計 21,072,448  合計 21,072,448  合計 19,818,448  合計 19,818,448 



平成平成平成平成 17171717 年年年年 5555 月月月月    とととと    もももも    ええええ    No.39 No.39 No.39 No.39     

(12) 

［名簿会計］    

 

 ［名簿会計］    

収 入   支 出   収 入   支 出  

前年度繰越金 0  名簿発送費 20,740  前年度繰越金 241,860  名簿発送費 75,000 

受取利息 0  雑費 4,100  受取利息 1  雑費 50,000 

名簿販売収入 266,700  予備費 0  名簿販売収入 300,000  予備費 50,000 

   次年度へ繰越 241,860     次年度へ繰越 366,861 

合計 266,700  合計 266,700  合計 541,861  合計 541,861 

    

平成平成平成平成 17171717 年度巴会理事会・総会のご案内年度巴会理事会・総会のご案内年度巴会理事会・総会のご案内年度巴会理事会・総会のご案内    

日時：日時：日時：日時：平成 17 年 6月 18 日(土) 

場所：場所：場所：場所：名古屋工業大学 3号館 2階 M3 講義室 

理事会・総会理事会・総会理事会・総会理事会・総会 14:00 14:00 14:00 14:00～～～～14:5014:5014:5014:50    

講演会講演会講演会講演会 15:00 15:00 15:00 15:00～～～～16:0016:0016:0016:00    

 演題：「名工大の MOT（技術経営）教育 

    ―― テクノビジネススクール ―― 」 

 講師：名古屋工業大学大学院 産業戦略工学専攻長 

    機械工学科 中村 隆 教授 

懇親会懇親会懇親会懇親会    16:1016:1016:1016:10～～～～（大学会館 3階集会室にて） 

 会費：OB 5,000円 学生 500円（懇親会に出席される方） 

 申込：クラス代表者へお申し込み下さい（当日受付可）． 

なお，S40年以降卒業の方は直接巴会本部へハガキ 

または電子メールにて 6月 6日までにお申し込み下さい． 

 宛先：〒466-8555 名古屋工業大学しくみ領域 伊藤智啓 

 電話：052-735-5345（直通） 

 E-mail：ito.toshihiro@nitech.ac.jp 

※当日は工大祭も開催されます．工大祭のため車両の入構は 

制限されますので，自家用車の乗り入れはご遠慮下さい． 

 

巴会総会付随行事巴会総会付随行事巴会総会付随行事巴会総会付随行事 [  [  [  [ 平成平成平成平成 11117777 年年年年 6666 月月月月 11118888 日日日日((((土土土土) ]) ]) ]) ]    

○○○○研究室開放：研究室開放：研究室開放：研究室開放：11112222::::33330000～～～～13:13:13:13:00000000（（（（1111 回目）回目）回目）回目）, 13:00, 13:00, 13:00, 13:00～～～～13:3013:3013:3013:30（（（（2222 回目）回目）回目）回目）    

1. 大岩・石野研究室（担当：大岩教授，石野助教授）   3 号館 5階 521 号室 

   内容「廃棄ＰＥＴ樹脂粉末を助燃料とする工業用高負荷バーナの燃焼特性」と 

       「４０眼カメラを用いた火炎立体構造のスキャンレス三次元ＣＴ計測」 

2. 流体力学グループ研究室（担当：伊藤(基)教授）   14 号館水力実験室（旧水力棟） 

   内容「流体工学に関する実験設備（風洞設備など）」 

○学生製作のフォーミュラーカーの見学：○学生製作のフォーミュラーカーの見学：○学生製作のフォーミュラーカーの見学：○学生製作のフォーミュラーカーの見学：13:3013:3013:3013:30～～～～13:5013:5013:5013:50 11 号館 1 階 107 室 

学生が製作したフォーミュラーカーを見学 (代表：第一部機械工学科 4年 市来崎康徳君) 

あ と が き    
 「ともえ」39 号をお届けします． 

 今年は名工大入学式当日に合わせて鶴舞公園の

桜が満開となりました．例年の 20 倍の量の花粉が

放出されているそうです．花粉症を今年から急に患

ったかたもいらっしゃるのではないかと存じます

が，会員の皆様方におかれましては益々ご健勝のこ

ととお慶び申し上げます． 

 「巻頭言」執筆の藤本先生，「関東・関西たより」

の関東・関西両支部長，「講演会報告」の水谷氏，「学

内報告」等担当の各先生方，また本号に編集にご尽

力頂いた牛島先生はじめ各位さまのご尽力により

今年も無事に「ともえ」の発行することができまし

た．ここに深く尽謝する次第です． 

 岡本巴会元会長のご逝去の報に接し，故人のご功

績を偲び，謹んで哀悼の意を表します． 

(M38 下田 勝義)

 

懇親懇親懇親懇親会会会会    

学生学生学生学生会館会館会館会館 3333 階集会室階集会室階集会室階集会室    

理事会・総会理事会・総会理事会・総会理事会・総会    

3333 号館号館号館号館 2222 階階階階M 3333 講義室講義室講義室講義室    

研究室開放研究室開放研究室開放研究室開放    

   14   14   14   14 号館号館号館号館  

フォーミュラーカーフォーミュラーカーフォーミュラーカーフォーミュラーカー

見学見学見学見学   11   11   11   11 号館号館号館号館 1111 階階階階    

研究室開放研究室開放研究室開放研究室開放    

3333 号館号館号館号館 5 5 5 5 階階階階 


